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むらづくり協議会              山梨県甲府市 

 
笑 顔 が あ ふ れ る 「 七 覚 」 を 次 の 世 代 に 

活動の経緯 
 

農家の高齢化や非農家の増加により耕作放棄地が増加し、地域の生活環境が
悪化していたが、平成23年度から実施された荒廃農地整備事業をきっかけ
に、地域全体で支えあい、この「むら」で安心して歳をとれる仕組みをつくり
たいとの住民の思いから、自治会が中心となって24年度に活動組織を設立。 

遊休農地への菜の花の植栽 

活動の概要 
 

農道などの農業用施設の地域共働による維持管理と、「七覚そばまつり」等を
通した都市農村交流と地域の活性化。 

活動の成果、主な実績等 
 
〇地域内の遊休農地を除草管理し、集落営農でウメやソバを栽培し遊休農地
を解消。また、集落営農では、30～40代の子育て世代も積極的に作業に参加
し、高齢者から栽培技術を継承。 
〇地域全体でソバを栽培し、収穫体験やそば打ち体験を行う「七覚そばまつ
り」を開催することで、都市農村交流を促進。 
〇毎年、栗の団地栽培、米作の集落営農や観光農園などの先進事例の研修を
実施し、遊休農地の活用等について調査・研究。 

ソバの収穫体験 


